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令和６年第２回栗原市教育委員会定例会会議録 

 

 

１ 招集日時  令和６年２月１３日（火） 午前１０時 

 

２ 招集場所  金成庁舎２０１会議室 

 

３ 出席委員 

１番  只 見 直 美 委員   ２番  蘇 武 德 行 委員 

３番  久 我 一 仁 委員   ４番  千 葉 みどり 委員 

 

４ 説明のため出席した者 

教 育 長         千 葉 睦 子 

部  長         鈴 木   学 

次  長         尾 形 寿 美 

次  長         菅 原 健 志 

教育総務課長       佐々木 一 浩 

学校教育課長       菅 原 主 税 

学校教育課副参事     佐 藤 千 寿 

社会教育課長       森   和 也 

文化財保護課長      千 葉 長 彦 

教育研究センター所長   小野寺 一 浩 

教育研究センター副参事  加 藤   忠 

 

５ 本委員会の書記は次のとおりである 

教育総務課長補佐     高 橋 一 人 

 

６ 出席点呼・開会                              午前１０時 

教育長          本日、教育長及び教育委員は全員出席となっておりますので、直ち

に会議を開きます。 

 

７ 教育委員会会議録の承認 

教育長          ３ 教育委員会会議録の承認について、事務局に内容の説明を求め

ます。 

事務局         （令和６年１月３１日開催の令和６年第１回栗原市教育委員会定例会

の概要を説明） 

教育長          説明が終わりました。何か質問はありませんか。 

（なしの声あり） 
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教育長          質問がないようですので、異議なしと認め、令和６年第１回栗原市

教育委員会定例会の会議録は、承認することとします。 

 

８ 教育委員会会議録署名委員の指名 

教育長          ４ 教育委員会会議録署名委員の指名を行います。 

２番 蘇武委員、３番 久我委員 に会議録の署名をお願いします。 

 

９ 教育長報告 

（１）一般事務報告 

教育長          ５ 教育長報告を行います。 

一般事務報告について、定例会資料１をご覧ください。 

第１回定例会後の主な対応事業ということで、２点について、お話し

たいと思います。 

２月３日（土）に第５９回春を呼ぶ裸たるみこしが開催されました。

毎年行われている行事で、委員の皆さん方も新聞やテレビなどで御存

知かと思いますが、私自身は、今回、初めて会場に足を運びました。寒

い中、出発の会場では、神社の神主さんによる神事が執り行われ、みこ

しを担ぐ若者達が迫力ある掛け声をあげて、春を呼び込むぞという勢

いで、商店街に繰り出して行きました。沿道では、多くの人が見物に訪

れていて、みこしを担ぐ若者達に水をかけ、若者達もそれに応えるよう

にみこしを担ぎながら町を練り歩く姿が印象的でした。 

開会式の際に市長が挨拶の中で触れておりましたが、先日、栗原市が

「住みたい田舎ベストランキング」で１位に輝きました。その審査では、

評価の項目が事細かに細分化されているようで、地域に伝わるお祭り

なども評価対象になっており、地域の若者達がお祭りを受け継いでく

れていることが今回のランキングでの評価に繋がっているとのことで、

実際に祭りの様子を目にしながら「なるほど」と思ったところでした。 

２月４日（日）は、心にきざむ文化講演会が栗原文化会館で開催され

ました。今回は、堀ちえみさんをお迎えし、「ステージⅣの舌癌を乗り

越えて生きる」というテーマで講演をいただきました。御自身の病気に

ついての経過や家族の支えがあって勇気をもらったというお話をいた

だき、観客は大きく頷いたりして聞き入っておりました。特に、手術後

の大変なリハビリを経て、声を出せるようになったという話を伺い、約

８００人の観客が水を打ったように静かに聞き入る様子は、非常に印

象に残りました。とても良い文化講演会になったと思いました。対応行

事については、以上となります。 

次に、２ページから４ページは、児童・生徒及び教職員の状況です。

詳細につきましては、ご覧のとおりです。今回から、問題行動の表記方
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法を変更しております。匿名表記しているＡ・Ｂ・Ｃ…の表記について

は、同一人物の場合には同じ記号を使用することとしました。問題行動

の集計表において、それぞれの項目で登場する児童生徒が、同一人物な

のか、別人なのかを区別して整理したというものです。 

また、「その他」に記載した案件については、いずれも各学校におい

て、家庭との連携を大事にしながら対応しております。 

以上が、一般事務報告となります。何か質問等はございますか。 

久我委員         問題行動の集計表で●印があるものについては、医療機関と連携し

ているということですが、定期的に受診している場合の頻度や連携の

内容についてお聞かせ願います。 

学校教育課副参事     集計表の●印については、定期的に医療機関を受診しているもので

すが、個人個人で様々です。２箇月に１回であったり、３箇月に１回で

あったり、児童生徒の個々の状況に応じて、対応しているのが現状です。 

教育部長         医療機関を受診している児童生徒の中には、家庭自体に問題を抱え

る場合が多いため、児童生徒とその家庭に対しては、医師のほか、ケー

スワーカーなどの専門家がチームとして定期的に情報共有を行いなが

ら対応しております。 

教育長          ほかにござませんか。 

只見委員         問題行動の集計表の表記方法を改めたということですが、例えば、Ａ

という児童が生徒間暴力や授業抜け出しなど、複数の項目に計上され

ているようで、数も突出しています。今後の改善の見込みなどは、どの

ような状況ですか。 

学校教育課副参事     年度当初の４月の頃に比べると、児童Ａと一緒になって問題行動を

とっていた児童の数や問題行動の種類は減ってきており、徐々に、問題

行動をとる児童は限られてきております。医療との連携はもちろん、学

校と児童・保護者との三者面談を実施して、話し合いを持ち、対応時の

約束事を決めたりして、取り組んでいる状況です。 

教育長          年度当初は、信頼関係が出来上がっていない時期ということで、なか

なか家庭との連携が図られず、子どもが落ち着かない状態になること

が少なくありません。ただいまの質問にあった児童についても、そのよ

うなケースであったと捉えております。これまで、様々な取組みを経て、

学校が保護者との信頼関係を築き、それによって、保護者が子どもと向

き合うようになってきたからこそ、三者面談に繋がってきたものです。

医療機関と連携していても、信頼関係を構築するまでが難しいもので

すが、この児童については、信頼の構築に繋がり、問題行動の数として

は、あまり減ってはいないものの、学校からは、次に繋がるような改善

が見られるようになってきたと伺っております。 

教育部長         この児童については、年度当初は、他の種類の問題行動も多くありま
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したが、学校の対応や保護者の理解も徐々に進み、暴力行為などは減っ

てきております。落ち着きがない状態は続いているものの、少しずつで

すが、改善してきていると思われます。 

教育長          ほかにございませんか。 

蘇武委員         児童・生徒及び教職員の状況の「その他」について、何件か報告があ

りますが、これらの事案は、同じ学校で発生したものですか。 

学校教育課副参事     同じ学校の事案もありますが、殆どは別々の学校です。 

蘇武委員         複数の事案が発生するようであれば、学校が混乱状態である可能性

がありますので、悪化しないようしっかり対応していく必要がありま

す。未然防止が重要ですので、よろしく対応いただくようお願いします。 

教育長          ほかにございますか。 

（なしの声あり） 

教育長          ほかに質問がないようですので、一般事務報告を終わります。 

 

（２）専決処分報告 

教育長          次に（２）専決処分報告を行います。 

報告第１号 専決処分の報告について（令和６年第１回栗原市議会

定例会に提案する教育関係議案に対する意見について）、内容の説明を

求めます。 

教育総務課長       定例会資料１の５ページをご覧ください。 

報告第３号 専決処分の報告について 

令和６年第１回栗原市議会定例会に提案する教育関係議案に対する

意見を栗原市長から求められたことについて、栗原市教育委員会教育

長に対する事務委任規則（平成１７年栗原市教育委員会規則第５号）第

３条第１項の規定により、下記のとおり専決処分したので、同条第２項

の規定により報告する。 

１ 意見 異議なし 

２ 専決年月日 令和６年２月６日 

令和６年２月１３日提出、栗原市教育委員会教育長であります。 

本件につきましては、２月１４日開会の市議会定例会に提案する教

育関係議案について、２月５日付けで市長から教育委員会の意見を求

められましたが、教育委員会にお諮りするいとまが無く、異議もないこ

とから、地方教育行政の組織及び運営に関する法律に基づき、２月６日

付けで専決処分したものであります。 

定例会資料２の１ページをお開きください。 

２月５日付け、市長からの通知の写しです。教育委員会の意見提出議

案につきましては、議案２件であります。 

２ページをご覧ください。 
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議案第１号 令和５年度栗原市一般会計補正予算（第９号）です。 

歳入の補正予算につきましては、２０ページから２４ページまでに

記載しております。 

今回の補正理由は、主に令和５年度の事業等の確定に伴うもので、各

事業の決算額を見込み、減額するものです。１０款 国庫支出金の教育

費負担金、１６款 国庫支出金の教育費国庫補助金、１７款 県支出金

の教育費県負担金及び教育費補助金、２２款 諸収入の雑入まで、説明

欄記載のものに関して補正するものであります。以上が歳入に関する

ものであります。 

次に、歳出の補正予算でありますが、２８ページ及び２９ページに記

載しております。 

今回の補正理由は、歳入と同様、主に令和５年度の事業等の確定に伴

うものであります。このうち、２項 小学校費と３項 中学校費は財源

組替であります。その他については、説明欄に記載しているものについ

て補正するものであります。 

次に、議案第９号 令和６年度栗原市一般会計予算についてであり

ます。資料の３５ページをお開きください。 

初めに、歳入の主なものについて説明申し上げます。歳入については、

３８ページから５２ページまでであります。 

４５ページをお開きください。主なものといたしまして、１６款２項 

６目 教育費国庫補助金で、若柳小学校大規模改修工事などに対する

学校施設環境改善交付金として、１億３千５６３万８千円を計上して

おります。 

次に、歳出の主なものについて、説明申し上げます。歳出について、

５３ページから８１ページまでであります。 

新たな事業に関するものを説明いたします。６６ページをお開きく

ださい。下段に記載しております、３目 学校建設費の１４節 工事請

負費に、若柳小学校大規模改修工事などの費用として３億９千９６１

万６千円を計上しております。 

７２ページをお開きください。５項１目 社会教育総務費の１２節

に、文化講演会や栗原文化会館などにおける自主公演事業のほか、コロ

ナウイルス感染症で実施を見合わせておりましたが、海外研修を姉妹

都市である台湾南投市を派遣先とした「くりはら親善大使派遣事業」を

行う費用を計上しております。 

７４ページをお開きください。５項３目 図書館費の１４節には、図

書館の空調設備更新工事費として２千４９５万５千円を計上しており

ます。 

８０ページをお開きください。６項２目 学校給食費の１４節に、南
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部学校給食センター改修工事費として９千６６３万７千円を計上して

おります。 

以上で、報告第１号 専決処分報告の説明を終わります。 

教育長          説明が終わりました。質問はございませんか。 

蘇武委員         定例会資料２の２８ページで、小学校費と中学校費の補正予算の中

に「財源組替」とありますが、どのような内容ですか。 

学校教育課長       会計年度任用職員の人件費の財源となっている国の補助金の額を変

更したものです。当初予算においては、見込みの人数で予算措置して

おりましたが、年度開始後の実情にあわせた人数に基づき、人件費の

額に改めたことから、これに伴って、財源となっている国の補助金額

を補正したものとなります。 

教育長          ほかにございませんか。 

久我委員         昨年、若柳小学校に不審車両が侵入する事件がありましたが、事件を

受けて、バリケード設置などの侵入対策の予算はどのようになってい

ますか。 

教育総務課長       若柳小学校での事件を受け、直ちに、侵入防止のための対策が必要で

あるとの判断から、令和５年度予算として９月補正で予算措置を行い、

現在、業者発注により車止めポールの設置工事を実施しているところ

です。令和５年度中に完了する見込みであることから、令和６年度予

算に関しては、侵入防止のための予算は計上しておりません。 

教育長          ほかにございますか。 

蘇武委員         いわゆる、第三者委員会に関する経費については、どこに予算計上さ

れますか。 

学校教育課長       例えば、いじめ調査委員会の経費については、令和５年度分について

は、調査が継続中であるため、２月議会での予算の補正は行っており

ません。令和６年度については、予定がなく、計上しておりません。 

教育部長         令和５年度分については、ただいま学校教育課長が説明したおりで

す。年度内に確定し、３月末の専決処分によって予算の最終補正を行

うことになる見込みです。令和６年度については、総務課の予算にな

りますが、定例会資料２の５４ページの「いじめ調査結果検証等委員

会」の委員報酬の予算を計上しております。検証の必要性などについ

ては、どのようになるか不確定なものですので、柔軟に対応できるよ

う、毎年度、ほぼ定額で当初予算に計上しております。 

只見委員         栗原市の大きな政策として「医療費の無償化」や「給食費の無償化」

がありますが、予算は、どのように計上されますか。 

教育部長         結論から申し上げますと、「医療費の無償化」や「給食費の無償化」

の予算については、収入がないという形になりますので、予算書には

計上されないことになります。 
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例えば、給食費については、令和６年度予算の４８ページにあるよう

に、諸収入の中に「学校給食費負担金」として、令和４年度までは約２

億円の収入が計上されておりました。令和５年度からは児童生徒分の

給食費は無償化されましたので、児童生徒分についての収入額が予算

から無くなっております。ただし、給食の材料費は、これまでどおり、

経費としてかかっているわけですので、それ相応の額が支出予算に計

上されています。そのため、予算上は支出のみが計上されます。 

支出に対して、その財源となる収入が無くなった形となりますので、

市の予算としては、差引きでマイナスになるということです。 

教育長          ほかに質問はございませんか。 

（なしの声あり） 

教育長          質問がないようですので、報告第３号を終わります。 

 

１０ 議 事 

教育長          次に、６ 議事 に入ります。 

日程１ 議案第３号 栗原市教育委員会に属する県費負担教職員の

任免に関する内申について、人事に関する案件でありますので、秘密会

として御審議いただきたいと思いますが、御異議ございませんか。 

（異議なしの声あり） 

教育長          御異議なしと認め、日程１ 議案第３号は、秘密会として審議しま

す。ここで、説明員以外の退室を求めます。暫時、休憩します。 

（事務局員退席） 

※秘密会にて審議※ 

教育長          ここで、秘密会の取り扱いを終了いたします。退席者の入室のため、

暫時休憩します。 

（事務局員入室） 

教育長          休憩中の会議を再開します。 

異議なしと認め、議案第３号は、原案のとおり可決いたします。 

 

１１ その他 

教育長          次に、７ その他 について、事務局から報告を行います。 

令和５年度栗原市教育委員会関係行事について、説明をお願いしま

す。 

教育総務課長       定例会資料２の９５ページをご覧ください。 

３月分の栗原市教育委員会関係行事について、お知らせいたします。 

２月議会定例会が、２月１４日から３月１１日までの予定で行われ

ます。 

また、卒業式、入学式の日程、出席予定につきましては、本日配付し
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た資料のとおりであります。 

３月２８日は、この花さくや姫プラザを会場に教職員離任式を     

行います。 

以上で、関係行事の報告を終わります。 

教育長          説明が終わりました。質問はございませんか。 

（なしの声あり） 

教育長          質問がないようですので、７ その他 を終わります。 

 

１２ 次回教育委員会の開催日程 

教育長          次回の教育委員会定例会の開催日程についてお諮りします。 

開催日を令和６年３月１８日（月）としたいと思いますが、いかがで

しょうか。 

（異議なしの声あり） 

教育長          それでは、次回定例会は、３月１８日（月）午前１０時からの開催と 

させていただきます。 

 

１３ 閉会 

教育長          以上をもちまして、令和６年第２回栗原市教育委員会定例会を閉会

いたします。 

午前１１時１０分 

 

１４ 本委員会の議決の次第は、次のとおりである。 

日程１ 議案第３号 栗原市教育委員会に属する県費負担教職員の任免に関する内申について 

 

 

この会議録は、書記が作成したものであるが、その内容の正確なることを証するため、ここに署名す 

る。 

 

       令和６年３月１８日 

                      会議録署名委員               

 

                         〃                  


